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10
月
25
日
、
東
京
地
裁
刑
事
第
４

部
（
高
橋
康
明
裁
判
長
）
で
大
坂
正

明
さ
ん
の
公
判
が
始
ま
り
ま
し
た
。

三
百
人
以
上
が
傍
聴
券
を
求
め
て
早

朝
か
ら
列
を
な
す
中
、
大
坂
さ
ん
の

無
罪
奪
還
を
求
め
救
援
会
の
仲
間
も

全
国
か
ら
全
力
で
結
集
し
ま
し
た
。

大
坂
さ
ん
と
同
郷
の
友
人
た
ち
＝
帯

広
カ
ル
テ
ッ
ト
を
先
頭
に
星
野
暁
子

さ
ん
ら
11
人
が
傍
聴
し
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
、
つ
い
に
大
坂
さ
ん
が

法
廷
に
現
れ
ま
し
た
。
少
し
伸
び
た

髪
、
凛
と
し
た
た
た
ず
ま
い
、
静
か

な
闘
志
を
秘
め
た
大
坂
さ
ん
の
姿
に
、

傍
聴
席
か
ら
感
動
の
拍
手
や
大
坂
さ

ん
へ
の
激
励
の
言
葉
が
溢
れ
ま
し
た
。

　
「
私
は
無
実
・
無
罪
」「
沖
縄
闘
争

を
闘
っ
た
私
を
裁
く
こ
と
は
不
当
」

「
こ
の
公
判
を
反
戦
・
反
核
・
反
改
憲

を
訴
え
る
場
と
し
て
闘
う
」。
大
坂

さ
ん
の
堂
々
た
る
意
見
陳
述
は
、
裁

判
官
、
検
察
官
を
圧
倒
し
、
マ
ス
コ

ミ
各
社
の
報
道
で
「
無
罪
を
主
張
」

の
見
出
し
が
躍
り
ま
し
た
。

　
大
坂
さ
ん
の
意
見
陳
述
と
一
体
で

弁
護
団
が
冒
頭
陳
述
を
行
い
、
デ
タ

ラ
メ
な
政
治
弾
圧
を
厳
し
く
弾
劾
し

ま
し
た
（
要
旨
２
面
）。

　
こ
の
日
集
ま
っ
た
仲
間
は
裁
判
所

前
で
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
続
け
、
昼
休

み
に
は
２
０
０
人
が
霞
が
関
を
デ
モ

行
進
。
公
安
警
察
を
圧
倒
し
、
公
判

初
日
は
霞
が
関
一
帯
を
「
大
坂
無

実
」
の
訴
え
が
席
巻
し
ま
し
た
。

　
翌
26
日
に
第
2
回
公
判
が
、
11
月

１
日
に
は
第
３
回
公
判
が
開
か
れ
ま

し
た
。
千
葉
時
代
の
仲
間
や
全
国
の

救
援
会
の
仲
間
、
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ

全
国
協
議
会
の
三
浦
正
子
さ
ん
、
全

学
連
の
仲
間
が
傍
聴
に
入
り
ま
し
た
。

　
検
事
側
立
証
が
始
ま
り
、
証
人
と

し
て
元
警
察
官
５
人
が
出
廷
し
ま
し

た
。
こ
の
５
人
は
新
潟
県
警
か
ら
派

遣
さ
れ
た
機
動
隊
の
隊
長
・
富
澤
健

三
、
デ
モ
隊
と
衝
突
し
て
負
傷
し
た

新
潟
県
警
の
機
動
隊
員
３
人
、
そ
し

て
神
山
派
出
所
近
く
で
デ
モ
隊
偵
察

の
任
に
つ
い
て
い
た
神
山
派
出
所
勤

務
の
元
警
察
官
で
す
。

　
証
人
ら
は
「
デ
モ
隊
と
対
峙
し
た

こ
と
も
覚
え
て
い
な
い
」「
死
亡
し
た

中
村
巡
査
の
様
子
も
記
憶
に
な
い
」

な
ど
と
「
記
憶
に
な
い
」
を
連
発
し

ま
し
た
。
一
方
、
弁
護
団
の
反
対
尋

問
で
ガ
ス
銃
の
危
険
性
に
つ
い
て
追

及
さ
れ
る
と
「
人
に
当
た
る
な
ど
考

ついに公判開始！ついに公判開始！
東京地裁東京地裁にに全国全国からから２００人２００人

え
た
こ
と
も
な
い
」「
死
亡
事
故
が
起

き
た
こ
と
な
ど
聞
い
た
こ
と
も
な
い
」

と
語
気
を
強
め
て
反
論
し
、
思
わ
ず

傍
聴
席
か
ら
「
ウ
ソ
つ
け
」
と
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
裁
判
長
が
即
座
に

退
廷
命
令
を
発
し
、
権
力
自
身
の
余

裕
の
な
さ
を
暴
露
し
ま
し
た
。

　
何
も
覚
え
て
い
な
い
か
ら
昔
の
調

書
を
採
用
す
る
、
こ
ん
な
デ
タ
ラ
メ

な
裁
判
は
許
さ
な
い
！　
ま
す
ま
す

闘
い
を
強
め
、
大
坂
さ
ん
を
取
り
戻

そ
う
。
傍
聴
に
集
ま
ろ
う
。

　
公
判
を
終
え
、
大
坂
さ
ん
は
「
傍

聴
席
の
熱
気
を
感
じ
て
、
本
当
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
」

と
伝
え
て
き
ま
し
た
。「
帯
広
カ
ル
テ

ッ
ト
は
す
ぐ
に
判
っ
た
。
坂
野
君
は

手
を
振
っ
て
く
れ
た
」
と
、
嬉
し
そ

う
に
弁
護
士
に
語
っ
た
そ
う
で
す
。

不
屈
に
闘
い
続
け
、
半
世
紀
を
経
て

の
友
と
の
再
会
！　
感
動
で
す
。 

　
手
紙
で
大
坂
さ
ん
は
「
51
年
以
上

前
に
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
、
写
真

を
何
度
か
見
て
知
っ
た
方
だ
け
」
し

か
名
前
が
判
ら
な
い
な
が
ら
も
、
傍

聴
席
を
一
人
ひ
と
り
確
認
し
、
団
結

を
力
に
し
て
「
よ
り
攻
勢
的
な
裁
判

を
闘
お
う
」
と
提
起
し
て
い
ま
す
。

　
検
事
側
立
証
を
徹
底
的
に
粉
砕
し
、

大
坂
さ
ん
と
と
も
に
勝
利
し
よ
う
！

証
人
尋
問
は
じ
ま
る

仲
間
と
の
再
会
か
ち
と
る

帯広カルテットを先頭に 200 人が昼の霞が関をデモ行進。圧倒的な注目を浴びた（10月 25日）
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被
告
人
は
51
年
前
の
歴
史
的
事
件

で
起
訴
さ
れ
て
い
る
。
客
観
的
な
証

拠
は
何
も
な
い
。
事
前
に
も
事
後
に

も
面
識
の
な
い
４
人
の
デ
モ
参
加
者

の「
目
撃
」と
称
す
る
50
年
前
の「
供

述
調
書
」
だ
け
が
検
察
官
の
唯
一
の

証
拠
だ
。
あ
ま
り
に
も
常
識
か
ら
外

れ
た
異
常
な
裁
判
で
あ
る
。

　
本
件
当
時
、
被
告
人
は
千
葉
工
業

大
学
に
在
籍
す
る
学
生
で
あ
っ
た
。

当
時
、
被
告
人
は
、
日
米
安
全
保
障

条
約
反
対
、
沖
縄
返
還
協
定
批
准
阻

止
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反
対
な
ど
の
政

治
的
主
張
を
掲
げ
て
行
動
す
る
学
生

活
動
家
で
あ
っ
た
。

　
沖
縄
返
還
協
定
が
沖
縄
県
民
の
願

い
を
裏
切
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
現
在
自
民
党
政
権
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
て
い
る
辺
野
古
新
基
地
建
設

の
強
行
と
い
う
事
態
に
も
は
っ
き
り

と
現
れ
て
い
る
。
11
月
14
日
の
闘
争

が
必
要
か
つ
正
し
い
意
味
を
持
つ
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
歴
史
が
証
明
し

て
い
る
。
弁
護
人
ら
は
事
件
の
時
代

的
背
景
や
政
治
的
意
義
を
し
っ
か
り

と
主
張
す
る
。
沖
縄
県
民
の
民
意
を

無
視
す
る
国
会
審
議
に
対
し
、
本
土

の
大
衆
的
な
反
対
行
動
が
と
り
わ
け

必
要
だ
っ
た
。
被
告
人
ら
の
デ
モ
行

動
も
、
沖
縄
の
願
い
に
応
え
た
い
と

思
う
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
治
的
表

現
行
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
１
９
７
１
年
は
、
沖
縄
返
還
協
定

に
対
す
る
闘
争
と
三
里
塚
農
地
強
制

収
用
阻
止
闘
争
の
年
で
あ
り
、
街
頭

デ
モ
行
動
に
対
す
る
弾
圧
は
激
し
く
、

救
援
連
絡
セ
ン
タ
ー
が
扱
っ
た
被
逮

捕
者
総
数
は
約
５
千
５
０
０
人
に
上

っ
た
。
４
～
６
月
調
印
阻
止
の
闘
い

で
は
、
機
動
隊
員
は
デ
モ
参
加
者
に

傷
害
を
負
わ
せ
る
目
的
で
暴
力
を
振

る
っ
た
。
５
月
の
闘
争
で
は
、
数
百

発
の
催
涙
ガ
ス
弾
が
撃
ち
込
ま
れ
、

負
傷
者
は
約
６
０
０
人
に
の
ぼ
っ
た
。

三
里
塚
で
は
、
強
制
収
用
に
抵
抗
す

る
農
民
や
支
援
の
学
生
多
数
が
重
傷

を
負
う
事
件
も
起
き
た
。

  

警
視
庁
は
、
11
・
14
闘
争
に
向
け

て
全
国
か
ら
警
察
官
を
動
員
し
て
厳

戒
体
制
を
と
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

東
京
都
公
安
委
員
会
は
、
14
日
に
中

核
派
系
諸
団
体
が
予
定
し
て
い
た
宮

下
公
園
の
集
会
と
日
比
谷
公
園
ま
で

の
デ
モ
を
不
許
可
に
し
、
集
団
的
表

現
行
動
を
全
面
的
に
禁
圧
し
た
。
11

月
14
日
は
日
曜
日
だ
っ
た
が
、
渋
谷

で
は
デ
パ
ー
ト
６
店
が
臨
時
休
業
し
、

商
店
街
も
店
を
閉
め
る
戒
厳
状
態
に

お
か
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
全
面
的
な
表
現
抑
圧

規
制
は
憲
法
21
条
に
違
反
す
る
規
制

で
あ
り
、
許
さ
れ
な
い
違
法
な
弾
圧

で
あ
る
。
被
告
人
ら
の
デ
モ
行
動
に

対
し
、
機
動
隊
が
制
止
し
襲
い
か
か

る
こ
と
は
違
法
で
あ
り
、
警
職
法
５

条
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
違
法
な
職

務
執
行
に
あ
た
る
。

　
検
察
官
は
、
被
告
人
が
11
月
12
日

に
工
学
院
大
学
に
行
っ
て
14
日
の
準

備
を
行
い
、
そ
の
際
に
群
馬
の
学
生

ら
と
面
識
を
持
っ
た
と
主
張
す
る
が
、

被
告
人
は
11
月
12
日
に
工
学
院
大
学

に
行
っ
て
い
な
い
。
工
学
院
大
学
に

行
く
必
然
性
も
必
要
性
も
な
い
。
被

告
人
は
千
葉
の
学
生
で
あ
っ
て
群
馬

の
学
生
ら
と
一
切
の
面
識
は
な
い
。

　
被
告
人
は
、
11
月
14
日
に
、
小
田

急
線
代
々
木
八
幡
駅
か
ら
渋
谷
方
向

に
向
か
っ
て
進
ん
だ
沖
縄
返
還
協
定

批
准
阻
止
を
訴
え
る
デ
モ
の
隊
列
に

参
加
し
た
。
し
か
し
、
検
察
官
の
主

張
す
る
神
山
派
出
所
及
び
梅
澤
精
米

店
前
で
の
行
為
に
は
一
切
関
与
し
て

い
な
い
。
被
告
人
に
似
た
体
型
の
人

物
が
本
件
殴
打
現
場
に
い
な
か
っ
た

こ
と
は
弁
護
側
証
人
の
供
述
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
。

　
凶
器
準
備
集
合
、
公
務
執
行
妨
害
、

傷
害
、
現
住
建
造
物
放
火
の
各
公
訴

事
実
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
存
在
し

な
い
。
東
京
都
公
安
委
員
会
の
違

憲
・
違
法
な
処
分
に
基
づ
き
、
警
視

庁
が
多
数
の
警
察
官
を
動
員
し
、
集

会
や
デ
モ
を
禁
圧
す
る
こ
と
も
ま
た

違
憲
・
違
法
な
も
の
で
あ
っ
た
。
警

察
官
ら
の
一
連
の
「
制
止
」
行
為
は
、

比
例
原
則
に
反
し
た
違
法
な
も
の
で

あ
っ
た
。
被
告
人
は
３
名
の
警
察
官

に
熱
傷
な
ど
の
傷
害
を
負
わ
せ
る
実

行
行
為
を
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
神

山
派
出
所
に
火
炎
び
ん
を
投
げ
て
い

な
い
。
共
謀
の
事
実
も
な
く
、
共
謀

共
同
正
犯
は
成
立
し
な
い
。

　
被
告
人
は
、
中
村
巡
査
を
死
亡
さ

せ
た
行
為
に
一
切
関
与
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
こ
の
点
に
つ
き
、
他
の
学
生
、

労
働
者
ら
と
共
謀
し
た
事
実
も
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
殴
打
現
場
で
被
告

人
が
殴
打
に
加
わ
っ
て
い
た
と
供
述

し
た
者
が
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
供

述
に
信
用
性
が
な
い
こ
と
は
、
こ
れ

か
ら
の
証
人
尋
問
で
完
全
に
明
ら
か

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
周
辺
住

民
の
中
に
も
目
撃
者
が
多
数
存
在
す

る
。
殺
人
現
場
の
デ
モ
参
加
者
の
様

子
は
機
動
隊
員
ら
も
目
撃
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
全
て
検
討
し

て
も
、
被
告
人
だ
と
思
わ
れ
る
者
が

い
た
と
供
述
す
る
者
は
他
に
一
切
存

在
し
な
い
の
で
あ
る
。
被
告
人
が
、

本
件
殺
人
行
為
に
全
く
関
係
な
か
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
被
告
人
は
、
11
月
15
日
に
法
政
大

学
の
学
生
集
会
に
参
加
し
た
か
ど
う

か
の
明
ら
か
な
記
憶
は
な
い
。
た
だ

し
、
そ
の
集
会
に
お
い
て
「
我
々
の

部
隊
が
機
動
隊
を
せ
ん
滅
し
た
」
な

ど
と
演
説
し
た
事
実
が
存
在
し
な
い

こ
と
は
明
確
で
あ
る
。

　
被
告
人
に
つ
い
て
供
述
し
た
群
馬

の
少
年
ら
の
捜
査
段
階
の
供
述
調
書

は
、
黙
秘
権
の
侵
害
、
供
述
の
強
要
、

誤
導
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
任

意
性
、
特
信
性
も
信
用
性
も
な
い
。

中
津
川
検
事
の
指
揮
の
も
と
で
作
ら

れ
た
多
数
の
調
書
は
、
特
信
性
も
信

用
性
も
な
い
。

　
写
真
面
割
り
も
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
手

続
に
違
反
し
て
お
り
、
信
用
性
が
な

い
。
目
撃
者
が
被
告
人
写
真
を
選
択

し
た
と
の
主
張
に
は
手
続
的
妥
当
性

が
な
く
、
信
用
性
が
な
い
。

　
被
告
人
は
、
本
件
各
犯
行
に
関
与

し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
他
の
者
と
の

共
謀
の
事
実
も
存
在
し
な
い
の
で
完

全
に
無
実
無
罪
で
あ
る
。

弁
護
団
の
冒
頭
陳
述
（
要
旨
）

弁
護
団
の
冒
頭
陳
述
（
要
旨
）

異
常
な
政
治
弾
圧

沖
縄
闘
争
は
正
義

警
察
の
警
備
は
違
法

供
述
調
書
は
で
っ
ち
上
げ
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10
月
9
日
、
大
坂
裁
判
闘
争
勝

利
！　
関
西
集
会
を
エ
ル
お
お
さ
か

で
行
い
、
90
名
の
結
集
で
闘
う
決
意

を
打
ち
固
め
ま
し
た
。

　
連
帯
あ
い
さ
つ
で
全
国
水
平
同
盟

は
「
住
宅
闘
争
の
時
に
星
野
さ
ん
が

カ
ン
パ
を
送
っ
て
く
れ
た
。
星
野
さ

ん
の
命
を
奪
っ
た
権
力
犯
罪
を
許
さ

ず
、
大
坂
裁
判
と
一
体
で
闘
う
」
と

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
行
い

ま
し
た
。「
第
3
次
世
界
戦
争
・
核

戦
争
が
始
ま
っ
て
い
る
中
で
の
大
坂

裁
判
は
重
要
な
闘
い
。
安
倍
国
葬
粉

砕
実
力
闘
争
で
多
く
の
労
働
者
人
民

と
合
流
し
、
岸
田
の
国
葬
に
込
め
た

戦
争
国
家
体
制
づ
く
り
を
粉
砕
し
た
。

東
京
で
行
わ
れ
た
８
・
27
大
坂
裁
判

勝
利
集
会
へ
の
大
坂
さ
ん
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
あ
る
よ
う
に
、
改
憲
・
戦
争

大
坂
裁
判
と
改
憲
・
戦
争
阻
止

闘
争
を
一
体
で
た
た
か
お
う
！

阻
止
！　
沖
縄
・
南
西
諸
島
を
中
国

侵
略
戦
争
の
最
前
線
基
地
に
さ
せ
な

い
闘
い
と
一
体
で
大
坂
裁
判
を
闘
お

う
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
物
価
高
に

対
す
る
怒
り
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
世
界

中
で
闘
わ
れ
て
い
る
。
反
帝
・
反
ス

タ
世
界
革
命
を
」
と
闘
う
方
針
を
提

起
し
ま
し
た
。

　
集
会
の
メ
イ
ン
は
大
坂
弁
護
団
・

山
本
志
都
弁
護
士
の
講
演
で
す
。
山

本
弁
護
士
は
「
51
年
前
の
事
件
の
裁

判
は
前
代
未
聞
。
大
坂
さ
ん
が
事
件

に
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
証
拠
は
皆

無
で
、
デ
モ
に
参
加
し
た
少
年
が
強

要
さ
れ
た
ウ
ソ
の
自
白
の
み
。
現
場

写
真
に
大
坂
さ
ん
は
写
っ
て
い
な
い
。

検
察
が
大
坂
さ
ん
の
着
衣
を
特
定
し

な
い
デ
タ
ラ
メ
や

証
拠
の
散
逸
。
裁

判
員
裁
判
か
ら
の

除
外
の
勝
利
。
大

坂
さ
ん
の
件
は
本

来
な
ら
時
効
が
成

立
。
免
訴
を
申
し

立
て
て
い
る
」
等
、

裁
判
の
争
点
を
わ

か
り
や
す
く
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
質
問
へ
の
回
答

も
「
大
坂
さ
ん
は

学
習
会
が
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
坂
裁
判
弁
護
団
の
酒
田
芳
人
弁

護
士
が
講
師
を
務
め
、
10
月
25
日
か

ら
始
ま
る
大
坂
裁
判
に
つ
い
て
経
緯

と
争
点
、
裁
判
員
裁
判
か
ら
除
外
を

勝
ち
取
っ
た
闘
い
な
ど
を
解
説
し
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
「
沖
縄
闘
争
を

闘
っ
た
大
坂
さ
ん
を
絶
対
に
取
り
戻

し
た
い
」
と
感
想
が
続
き
ま
し
た
。

　

大
坂
救
援
会
も
参
加
し
、「
戦
時

司
法
を
許
さ
ず
大
坂
裁
判
に
勝
利
し

よ
う
」
と
皆
で
確
認
し
ま
し
た
。

山本志都弁護士が大坂裁判の経緯や争点を解説。
皆が無実の確信深め勝利を誓った（エルおおさか）

裁
判
員
候
補
者
通
知
の
発
送
を
許
さ
な
い
千
葉
地
裁
前
行
動

裁
判
員
候
補
者
通
知
の
発
送
を
許
さ
な
い
千
葉
地
裁
前
行
動

　
10
月
19
日
、
裁
判
員
制
度
は
い
ら

な
い
！　
千
葉
県
実
行
委
員
会
の
主

催
で
、
大
坂
裁
判
と
裁
判
員
裁
判
の

デ
モ
隊
の
後
方
に
居
り
、
現
場
を
見

て
い
な
い
」等
々
詳
し
い
解
説
に
、皆

大
坂
さ
ん
の
無
実
を
確
信
し
ま
し
た
。

　
決
意
表
明
で
奈
良
・
星
野
文
昭
さ

ん
を
と
り
戻
す
会
は
、
日
教
組
奈
良

市
に
対
す
る
戦
争
の
た
め
の
組
合
潰

し
攻
撃
を
粉
砕
し
て
集
会
と
デ
モ
を

勝
ち
取
っ
た
と
報
告
。
高
槻
医
療
福

祉
労
組
の
村
山
ゆ
う
こ
委
員
長
は
、

沖
縄
闘
争
と
共
に
星
野
闘
争
を
組
合

で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て

4
月
の
高
槻
市
議
選
に
挑
戦
す
る
決

意
を
語
り
ま
し
た
。
全
学
連
は
「
安

星
野
文
昭
さ
ん
を
取
り
戻
す
関
西
連
絡
会　

吾
郷
春
代

大
坂
裁
判
と
裁
判
員
制
度
の
学
習
会
開
催

集会後、雨の中を元気にデモ行進。戦争反対、星野・
大坂裁判勝利の訴えに市民が大注目（大阪市）

倍
国
葬
を
実
力
闘
争
で
粉
砕
し
た
。

11
・
６
労
働
者
集
会
に
結
集
を
！
」

と
熱
く
語
り
、
そ
れ
ぞ
れ
大
坂
裁
判

を
共
に
闘
う
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　
労
組
交
流
セ
ン
タ
ー
の
深
町
加
代

子
代
表
が
ま
と
め
を
行
い
、「
戦
時
下

で
の
大
坂
裁
判
の
重
要
性
を
確
認
し

よ
う
。
戦
時
弾
圧
に
反
撃
し
て
勝
利

を
。
11
・
６
労
働
者
集
会
に
総
結
集

し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
集
会
後
、
扇
町
公
園
ま
で
デ
モ
を

行
い
「
大
坂
さ
ん
の
無
罪
・
奪
還
！

戦
争
反
対
！
」
を
訴
え
ま
し
た
。

山
本
志
都
弁
護
士
が
講
演

裁判員制度反対の千葉地裁前街宣後、
皆で大坂裁判を学んだ（10月 19日）
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●
闘
う
労
働
運
動
を
甦
ら
せ
よ
う
！

　

戦
争
・
大
軍
拡
・
改
憲
を
止
め
よ
う
！

　

11
・
６
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会

　

＆
改
憲
阻
止
！
１
万
人
行
進

　
　
11
月
６
日
（
日
）
正
午
集
会
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
15
分
デ
モ
出
発

　
　

東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

　
　

呼
び
か
け　

動
労
千
葉
ほ
か
４
団
体

●
11
・
11 

裁
判
員
制
度
廃
止
！
最
高
裁
デ
モ

　
　

11
月
11
日
（
金
）�

正
午

　
　

東
京
・
日
比
谷
公
園
霞
門
出
発
～
最
高
裁

　
　

共
催　

裁
判
員
制
度
は
い
ら
な
い
！
大
運
動

　
　
　
　
　

憲
法
と
人
権
の
日
弁
連
を
め
ざ
す
会

●
星
野
国
賠
・
大
坂
裁
判
勝
利
！

　

11
・
27
星
野
・
大
坂
全
国
集
会
＆
デ
モ

　
　

11
月
27
日
（
日
）���

午
後
０
時
30
分
開
会

　
　

星
陵
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
２
の
16
）

　
　

弁
護
団
報
告　

星
野
国
賠
弁
護
団

　
　
　
　
　
　
　
　

大
坂
裁
判
弁
護
団

　
　

主
催　

星
野
全
国
再
審
連
絡
会
議

Email   oosakaqen@yahoo.co.jp
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初
公
判
を
控
え
た
10
月
23
日
、
救

援
会
は
東
京
労
組
交
流
セ
ン
タ
ー
と

と
も
に
第
4
回
東
拘
包
囲
デ
モ
を
闘

い
ま
し
た
。
大
坂
さ
ん
と
の
団
結
を

求
め
１
２
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
東
拘
デ
モ
も
４
回
目
、
デ
モ
隊
は

拘
置
所
に
隣
接
す
る
老
人
ホ
ー
ム
や

公
務
員
住
宅
で
は
マ
イ
ク
を
控
え
め

に
、
大
坂
さ
ん
に
聞
こ
え
る
ポ
イ
ン

ト
で
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
上
げ
て
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

　
「
今
日
も
よ
く
聞
こ
え
る
ポ
イ
ン
ト

で
粘
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
の

日
の
デ
モ
を
も
っ
て
本
当
に
『
い
よ

い
よ
』
と
い
う
気
に
な
り
ま
す
。
ま

さ
に
臨
戦
態
勢
に
入
る
と
い
う
気
分

で
す
。
気
合
を
入
れ
て
出
廷
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
大
坂
さ
ん
か
ら
返

事
が
！　
初
公
判
に
向
け
、
臨
戦
態

勢
が
整
う
大
き
な
デ
モ
で
し
た
。

第第
４４
回回  

東
拘
包
囲
デ
モ

東
拘
包
囲
デ
モ

裁
判
勝
利
へ
臨
戦
態
勢

裁
判
勝
利
へ
臨
戦
態
勢

寄
せ
書
き
で
激
励
！

高
知
・
星
野
文
昭
さ
ん

を
救
う
会
の
み
な
さ
ん

初
公
判
を
前
に

初
公
判
を
前
に

第4回公判
11 月 10日 （木） 午前 10時開廷

　　デモ参加者ＳＢ （高経大 ・故人） の

　　公判調書採否、 取調べ

第５回公判
11 月 15日 （火） 午前 10時開廷

　　デモ参加者ＡＲ （群馬高専） の

　　証人尋問 （検察官主尋問）

第６回公判
11 月 25日 （金） 午前 10時開廷

　　デモ参加者ＡＲ （群馬高専） の

　　証人尋問 （弁護側反対尋問）

第７回公判
12月２日 （金） 午前 10時開廷

　　デモ参加者ＡＯ （高経大） の

　　証人尋問 （主尋問 ・反対尋問）

第８回公判
12月 15日 （木） 午前 10時開廷

　　デモ参加者ＯＴ （高経大） の

　　証人尋問 （主尋問 ・反対尋問）

第９回公判
12月 20日 （火） 午後 1時３０分開廷

　　デモ参加者Ｃ （東京学芸大） の

　　証人尋問 （主尋問 ・反対尋問）

　※ビデオリンク方式 426 号法廷
第 10回公判
12月 21日 （水） 午後 1時３０分開廷

　　デモ参加者Ａ （Ｂ大学） の

　　証人尋問 （主尋問 ・反対尋問）

　※ビデオリンク方式 426 号法廷
第 11回公判
12月 23日 （金） 午前 10時開廷

　　デモ参加者ＩＴ （高経大） の

　　証人尋問 （主尋問 ・反対尋問）

第 12回公判
1 月 10日 （火） 午後 1時 30分開廷

　　中津川彰 （当時の取調検事） の

　　証人尋問 （主尋問 ・反対尋問）

第 13回公判
1 月１２日 （木） 午前 10時開廷

　　中津川彰の公判調書取調べ

　　デモ参加者Ｍ （反戦労働者） の

　　証人尋問 （主尋問 ・反対尋問）

第 14回公判
2月 6日 （月） 午前 10時開廷

　　福江馨 （当時の取調検事 ・故人）

　　の公判調書採否、 取調べ

　　心理学者 ・厳島行雄先生の証人尋問

　　（供述調書に信用性がないこと）

※注記のないものは 429 号法廷

10.2310.23

最
新
情
報
は
ブ
ロ
グ
で
チ
ェ
ッ
ク

各
種
行
動
へ
の
参
加
大
歓
迎
！

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


